コブノメイガの防除対策

  ８月１日コブノメイガの発生予察注意報が発令されました。
　コブノメイガは通常年に４回世代を繰り返す。７月末日現在の水田における発生状況から予測すると、１９８０年の発生に極めて類似する発生経過を辿るであろう。その概要は第２回成虫が７月末から予察灯へ飛来し始め、飛来最盛期は８月２～４半旬にあり、水田におけるすくい取り調査も同様の経過を示した。この発生経過に伴う第２世代幼虫は、８月第２半旬頃から発生し始め、最盛期は第４半旬にあった。
  コブノメイガ第２回成虫の発生量を統計学的に予測すると、７月の降水日数（ｘ）と正の相関関係があり、回帰式ｙ＝７．５４５５ｘ－９．０６０９を算出している。また、第２世代幼虫の５０株当たり最多生息密度は、７月下旬の日照時間と負の相関関係があり、７月が曇雨天の多い年には多発する傾向があるので注意して欲しい。

卵の発育零点は１２．９℃で有効積算温量は４９日度で幼虫に孵化する。孵化幼虫は最初稲の葉鞘内部へ侵入して食害するため、上位葉の葉鞘部を外見すると水浸上の不明瞭な斑紋を見ることがある。２齢幼虫に成長してから葉身を巻いて食害し始め、初めて被害に気付く場合が多い。以後４回脱皮（全５回脱皮）して蛹化する。

防除適期の決定は、水田内において第２回成虫を追い出してもほとんど飛翔が見られなくなった時期に防除を実施する。一般に予察灯へ成虫が飛来する最盛日後５日目頃を目安にされたい。粒剤は活性の発現ギャップがあるため、５～７日早めて施用しなければならない。
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無人ヘリ登録薬剤
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 ～自主推進体制を整備し、肥料、農薬の系統結集を強化しましょう～
